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令和 4 年度事業報告(概要) 

 

はじめに 
新型コロナウイルス感染症に伴う全国のまん延防止等重点措置が令和 4 年 3 月 21 日を以てすべて解

除された。わが国の景気は、ウクライナ情勢等を背景とした原材料価格の上昇や供給制約等が下振れリ

スクとなったが、経済社会活動の回復が進む中で、上向きの動きが続いた 1年であった。 

こうしたことを受け、政府は令和 5年 5月の月例経済報告をまとめ、コロナ禍前から 3年 3か月ぶり

に国内の景気判断を「緩やかに回復している」と上方修正した。感染症が 5類へ移行し日常生活が戻り

つつある中で、今後の景気回復が期待される。 

兵庫県にあっては、日本銀行神戸支店が公表した 5年 6月の管内金融経済概況によると、個人消費は

回復に向けた動きが広がり、設備投資は増加していることから、県内の景気は持ち直しているとされた。

また県内の有効求人倍率も、コロナ感染症の 5類への移行を見据えた観光業や小売業の求人状況に改善

がみられ、上昇に転じる動きを見せている。 

このような中、会議所にあっては、令和 4 年は創立 80 周年という記念の年になるとともに、予てよ

り建設を進めていた商工会館が 3 月に完成し、4 月からここを拠点に運営がスタートした。併せて、新

しく整備したにしのみや起業家支援センターやにしのみや地域経済交流センターを活用した様々な取

り組みを始めた。 

また、10 月には役議員の任期満了により改選が行われ、新会頭に森本会頭が選任されるとともに副会

頭には古野、山本副会頭が再任、池上、田中副会頭が新たに選任され、11月から第 29 期(4 年 11 月～7

年 10 月)がスタートした。 

コロナ感染症対策に関しては、令和 2 年 1 月 29 日に開設した「新型コロナウイルス感染症に関する

相談窓口」を維持し、資金繰りや雇用維持、経営全般といった数多くの相談に対応してきた。また、4回

目となる緊急アンケートを実施し中小企業等の状況把握に努め、中小企業等の要望を国・県・市へ届け

るとともに、会議所の事業活動に反映させた。 

「企業力の強化」については、小規模事業者持続化補助金・事業再構築補助金の事業計画書策定をサ

ポートし、コロナ禍や物価高騰の影響を受ける中小企業等を支援した。販路開拓の支援では、大規模展

示会・メッセナゴヤ 2022 へ共同出展し 11 事業者が参加し自社商品やサービスを PR した。にしのみや

起業家支援センター(みやスタ)を核とした起業・創業の支援では、みやスタ会員の内 91 名が起業に至

り、新たにビジネスプランコンテスト＆交流会を実施するなど起業支援に意欲的に取り組んだ。また 5

年 4月 14 日には齋藤知事が同センターを視察し 9名の起業家と意見交換をした。 

「地域力の強化」については、第 26回西宮酒ぐらルネサンスと食フェアの実施を 3年ぶりに実施し、

待ち望んでいた多くの日本酒ファンが長蛇の列を作った。また商工会館 1階に設置したにしのみや地域

経済交流センターを核とした地域活動の支援として、キッチンカー等の販路開拓を支援する CCI マルシ
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ェ、市内クリエイターと事業者をマッチングするにしのみやクリエイターズリスト展、福祉団体のイベ

ント支援などに取り組んだ。 

「組織力の強化」については、国・県・市が実施するコロナ関連の諸施策の活用推進を継続し、期末

会員数は 3,022 件となった。要望・提言活動の推進では、4 回目の緊急アンケート結果に基づき事業者

の声を国・県・市へ政策要望・意見として届けた。また物品調達等受注機会連絡会を組成し、市に対し

市内事業者優先発注を要望し要綱制定等の一定の成果を得た。関連団体事務の受託では、新たに西宮市

商店市場連盟を受託し、商店街及び小売市場の活動を支援した。 

「西宮商工会議所創立 80 周年記念事業の実施」については、周年事業最大の取り組みである西宮商

工会館が予定どおりに竣工し、4 月 11 日から同商工会館内事務局にて業務を開始した。4 月 27 日に竣

工を記念し竣工式・竣工式典・内覧会、また 7 月 11 日に会議所創立 80 周年を記念し創立 80 周年記念

式典・記念祝賀会を実施し、多くの来賓、会議所役議員、諸団体関係者などが節目を祝った。さらに第

26 回酒ぐらルネサンスと食フェア等 4 つの事業に「創立 80 周年記念」の冠称を付し、周年事業として

会議所活動を盛り上げた。 

 

第 1 企業力を強化する ～企業を育て持続的な発展を目指す～ 

1. 中小・小規模事業者の支援 

(1) 新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者への支援 

① 新型コロナウイルスに関する経営相談窓口(令和 2年 1月 29日設置)による経営支援体制の継続実 

施(資金繰り、雇用の維持、各種経営相談等) 

設置 2 年 1月 29 日より継続実施 

内容 資金繰り、雇用維持、各種補助金や給付金の申請支援を中心とした経営全般 

備考 併せて、原油価格上昇の影響により 3年 11月 2日より「原油価格上昇に関する特別相談窓口」

を設置し相談対応。またウクライナ情勢の影響を受け 4年 2月 25 日に「ウクライナ情勢・原

油価格上昇等に関する特別相談窓口」に拡充し相談対応した。 

② アンケート調査等による事業者の要望集約と、国・県・市等への要望・提言活動の実施 

内  容  新型コロナウイルス感染症に関する緊急アンケート(4回目) 

実施期間  5 月 17 日～27日 

調査方法  会員 3,006 事業所(4 月末時点)を対象に、FAX 及び郵送にて調査を行った 

回答件数  450 件(回収率 15.9%) 

③ 国・県・市等の支援施策の情報発信や活用推進、各種補助金等の個別相談会の実施 

 参照 第 1-1.-(5)-② 国・県・市等各種補助金の活用支援、第 3-3.-(3)-② 会議所活動の情報発信 
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(2) 経営改善普及事業による小規模事業者の活力強化 

① 巡回訪問などによる経営指導や情報提供の徹底、オンライン経営相談の実施 

◇巡回、窓口相談事業(巡回指導 5,204 件、窓口指導 2,593 件) 

◇小規模事業施策普及事業 

小規模事業者へ施策を案内するため、会議所・徹底活用ガイドを刷新した。 

◇記帳継続指導 

4 名の委嘱税理士により、72事業者に対して延べ 310 日の指導を行った。 

◇講習等の開催による集団・個別指導(特別専門相談を含む) 

集団指導 回数 6回・166 名、個別指導 回数 46 回・126 名 

② 様々な経営課題を解決するための専門家派遣、個別相談会の実施 

◇特別専門相談事業(法律・税務・経営・労働・技術・特許等) 

相談件数 292 件(税務相談(170 件)、経営相談(91 件)、労働相談(20 件) 

法律・特許・商標相談他(11 件) 

◇専門家派遣(市委託) 

派遣件数 28 事業所、64回 

内容 事業再構築補助金の事業計画書作成(2 件)、ものづくり補助金の事業計画書作成(2 件)、 

事業計画策定支援(3 件)、販売促進(10 件)、人事、労務、採用関係(1 件)、 

マーケティング(4件)、会社設立・定款作成(法律)(1 件)、生産性向上(1件)、 

業務委託契約(2 件)、記帳指導・確定申告(税務)(1 件)、経営革新計画(1件) 

 ◇事業環境変化対応型支援事業(日本商工会議所) 

  個別相談会 相談 37件、小規模事業者持続化補助金＜一般型＞の申請書作成 

◇制度改正等の課題解決環境整備事業(日本商工会議所) 

 専門家派遣 2 件 

③ 北部地域における出張経営相談室(実施 12 回) 

相談 39 件(内容 入会・開業相談 14件 融資相談 2件 補助金相談 18 件 販売促進 4件 

経営革新計画 1件) 

④ マル経融資(小規模事業者経営改善資金)及び各種制度融資の利用促進 

日本政策金融公庫 マル経融資 斡旋件数 3 件、斡旋金額 19,000 千円 

⑤ 兵庫県よろず支援拠点西宮サテライトによる相談機能の強化 

延べ 36 回の経営相談を行った。 

 

(3) 小規模事業者支援法(令和元年改正)に基づく経営発達支援計画(2期目)の推進 

認定期間 令和 2年 4月 1日～7年 3月 31 日 
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◇経営発達支援計画事業評価委員会(4月 22 日実施) 

 議題 経営発達支援計画の事業概要、令和 3 年度経営発達支援計画の事業報告、令和 4 年度経営発

達支援計画の事業計画 

 参加 兵庫県阪神南県民センター県民交流室 室長 計倉 浩寿 氏、(株)日本政策金融公庫神戸東支

店 支店長兼国民生活事業統轄 平野 雅之 氏、西宮市産業文化局 局長 長谷川 賢司 氏、 

大手前大学 現代社会学部 准教授 坂倉 孝雄 氏 

 

(4) 小規模事業者支援法(令和元年改正)に基づく事業継続力強化支援計画(1期目)の推進 

◇事業継続力強化計画の策定支援 

 事業継続力強化計画の承認を目指す事業所の支援を行った。 

  中小企業の BCP 策定に向けたセミナー 参加 13 事業者 

 

(5) 中小・小規模事業者が抱える経営課題への対応 

① 経営革新等認定支援機関としての支援(中小企業 119、経営力向上計画策定など) 

支援件数 24 社 事業再構築補助金（第 6～9回） 

承認件数 8 社 

② 小規模事業者持続化補助金、事業再構築補助金など国・県・市等各種補助金の活用支援 

小規模事業者持続化補助金(申請件数 134 件) 

兵庫県中小企業新事業展開応援事業(申請件数 53 件) 

事業再構築補助金(申請件数 27 件) 

ものづくり補助金(申請件数 2社) 

兵庫県事業継続支援事業(申請件数 1 件) 

◇小規模事業者持続化補助金「事業支援計画書」作成 

発行数 134 件 

◇小規模事業者持続化補助金個別相談会(実施 5月、8月、11 月、5年１月の計 13日間) 

専門家 中小企業診断士延べ 13 名 ※一般社団法人兵庫県中小企業診断士協会より派遣 

相談件数 38 件 

③ 中小企業等経営強化法に基づく経営革新計画の策定支援 

経営革新計画の承認(支援件数 １社、承認件数 １社) 

④ インボイス制度・電子帳簿保存法への対応支援 

◇インボイス制度セミナー(実施 12 月 8 日、5年 1月 13 日) 

内容 第 1部：インボイス制度について基本的なことから実務における問題点などを学ぶ 

    第 2 部：個別相談会 
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講師 税理士法人長沼税務会計事務所 代表 長沼 隆弘 氏、他 4名 

参加 第 1回 67 事業所、第 2回 39 事業所 

◇インボイス制度個別相談会(実施 5年 1月 23 日、26 日、27日) 

相談員 税理士 延べ 11名 ※近畿税理士会西宮支部より派遣 

相談件数 43 件 

⑤ 中小・小規模事業者の IT化・デジタル化の支援、DX の推進 

◇SNS 運営計画立案セミナー＆ワークショップ(実施 7月 12 日、19日) 

内容 効果的な SNS 運営と活用支援 

講師 アートオフィスポルト 城戸 千津 氏 

参加 セミナー 22 名、ワーク 20 名 

◇小規模事業者のための広告宣伝勉強会(実施 8月 30 日) 

内容 自社の広告宣伝予算の在り方を考える 

講師 アートオフィスポルト 城戸 千津 氏 

参加 17 名 

◇中小企業の IT 化・デジタル化導入のためのセミナー(実施 5年 2月 22 日) 

講師 (株)野村総合研究所 コンサルティング事業本部 経営 DX コンサルティング部 

プリンシパル 早川 明宏 氏 

参加 14 事業所 

⑥ 生産性向上や優秀な人材確保のための働き方改革 

 参照 第 1-3. 雇用対策・人材育成の支援 

⑦ 【Challenge 80】健康経営優良法人認定 80 社の取得支援 

取得支援 市内事業者 58社 

・健康経営優良法人 2023 大規模法人部門   3 件(うち、ホワイト 500：1 件) 

・健康経営優良法人 2023 中小規模法人部門 55 件(うち、ブライト 500：2 件) 

⑧ SDGs の取り組み支援 

◇SDGs の必要性と効果的な取り組み事例紹介セミナー(実施 5年 3月 9日) 

講師 りそな総合研究所㈱ 大阪コンサルティング部 チーフコンサルタント 田中 真樹 氏 

参加 14 事業所 

⑨ 日本政策金融公庫や地域金融機関との連携強化 

◇日本政策金融公庫および公的機関との連携状況 

(ア) 定例融資個別相談会 

定例融資個別相談会を 12回開催し 50 件の相談があり、6件の融資が決定した。 

(イ) パンフレットスタンドによる金融機関等のマル経融資制度等の情報発信 
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小規模事業者に、マル経融資制度等の情報等を発信するため、西宮市内金融機関 15 カ所と税理士

事務所 5 カ所にパンフレットスタンドを設置した。 

 

2. にしのみや起業家支援センターを核とした起業・創業の支援 

(1) にしのみや起業家支援センターの運営 

 ① 【会議所創立 80 周年記念事業】ビジネスプランコンテスト＆交流会の実施 

◇みやスタ×みやこむ会員交流会 

(ア) 事前対策セミナー(実施 9 月 7 日) 

講師 (一社)日本スケジューリング協会 代表理事 浅野 夏悠 氏 

(合)well co 代表社員 藤田 泰仁 氏 

参加 26 名 

(イ) 会員交流会(実施 9 月 26 日) 

講師 (株)ジャパン・フード・サービス 代表取締役 山本 真作 氏 

(株)ディーシーエス 代表取締役 左野 徳夫 氏 

参加 79 名 

◇第 1回みやスタビジネスプランコンテスト 

(ア) 魅力発信セミナー(実施 5 年 1 月 11 日) 

講師 (株)マジックマイスターコーポレーション 代表取締役 大谷 芳弘 氏 

参加 6 名(コンテストのファイナリスト限定) 

(イ) ビジネスプラン発表＆ファイナル審査(実施 5 年 2月 9日) 

概要 起業家を対象にビジネスプラン発表会、交流会、表彰式を実施。またファイナリスト 6名を

対象に伴走支援を実施。 

参加 ファイナリスト 6 名(23 名のエントリーから選出)、 審査員 7 名、観覧者 22 名 

表彰 大賞(みやスター)光川 和子 氏“幸福感”の循環するインタビューサービス「声のアルバム」 

会頭賞 鈴木 健也 氏 東大・京大生が中高生に教える塾では学べない勉強習慣術 

市長賞 石本 雅代 氏 破棄される骨と六甲山の伏流水を使った宮水ボーンブロススープ 

②【Challenge 80】起業家 80名の創出 

  令和 4年度はにしのみや起業家支援センター(みやスタ)の会員の内 91 名が起業に至った。 

③起業関連セミナー、交流会、起業家プロモーション支援等の実施 

(ア)にしのみや起業フォーラム(実施 6 月 1 日) 

講師 (有)未来教育設計 代表 吉住 裕子 氏 

パネリスト 白石社労士事務所 代表 白石 幸史 氏、fumiimprove 代表 藤井 富美 氏 

参加 29 名 
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(イ)みやスタ起業塾 

第 1 期(実施 6 月 4 日間、参加 24 名)、第 2期(実施 10 月 4 日間、参加 24 名)、 

第 3 期(実施 5 年 1 月 4 日間、参加 24 名) 

講師 (有)未来教育設計 代表 吉住 裕子 氏 他 

(ウ)プラス 1DAY 起業塾(実施 11 月 28 日) 

講師 (有)未来教育設計 代表 吉住 裕子 氏 

参加 17 名 

(エ)起業助成金セミナー(実施 6 月 10 日) 

講師 TANEBI 代表 大西 森 他 

参加 31 名 

(オ)みやスタゼミ(実施 7 月～5年 3月) 

  参加 延べ 27回、261 名 

 ④コワーキングスペースや情報発信ルーム等の提供 

  ドロップイン 303 名、メンバー 5名、情報発信ルーム 13 名、住所利用サービス 3 名 

 

(2) 事業承継の支援 

◇兵庫県事業承継・引継ぎ支援センターとの連携 

延べ 9件の診断実績等報告と、兵庫県事業承継・引継ぎ支援センターへの引継ぎを 1件行った。 

 

3. 雇用対策・人材育成の支援 

(1) 雇用対策・人材育成の支援 

①誰もがやりがいを持って活躍するための職場活性化の支援 

◇健康経営優良法人 2023 認定取得セミナー(実施 7 月 21 日) 

講師 経済産業省近畿経済産業局地域経済部 バイオ・医療機器技術振興課 赤池 美奈 氏 

参加 13 事業所 

◇多様な人材活用セミナー 

第 1 回高齢者雇用セミナー(実施 8 月 30 日) 

参加 9 事業所 

第 2 回 女性活躍推進セミナー(実施 9 月 9 日) 

参加 9 事業所 

講師 白石社労士事務所 社会保険労務士 白石幸史 氏 

キャリアコンサルタント 原 麻衣子 氏 

 ◇ワークショップで個々の力を高めよう！業務効率最大化プログラム 
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  実施 5 年 1 月～2月 3 回、延べ 43 名参加 

◇労働関係セミナー・働くとは何か～これからの働き方とは～(実施 5年 2 月 8日) 

講師 トータル人事・労務オフィス 所長 嶺山 洋子 氏 

参加 18 事業所 

 ◇新入社員（Z世代）を組織になじませるためには(実施 5年 2月 20 日) 

講師 甲南大学経営学部 教授 尾形 真実哉 氏 

参加 17 事業所 

 

(2) 西宮地区雇用対策協議会との連携事業 

新入社員研修、新入社員フォローアップ研修、就業規則などセミナーの開催 

◇新入社員研修事業(実施 4 月 6 日・7日、9月 30 日) 

令和 4 年度新入社員や第二新卒社員等を対象とした新入社員研修及びフォローアップ研修を、西宮

地区雇用対策協議会との共催で実施。 

受講 新入社員研修 48 名(19 事業所)、フォローアップ研修 16 名(6 事業所) 

 

(3) 兵庫働き方改革推進支援センターとの連携  

◇働き方改革相談窓口の開設(実施期間 4月～5年 3月(12 回実施)) 

主催 西宮地区雇用対策協議会、兵庫県働き方改革推進支援センター、西宮商工会議所 

協力 兵庫県社会保険労務士会西宮支部 

件数 17 件 

 

4. 販路開拓の支援 

(1) 【会議所創立 80 周年記念事業】大規模展示会・メッセナゴヤ 2022 への共同出展 

実施 11 月 16 日～18 日 3 日間 

場所 ポートメッセなごや(名古屋市国際展示場)  

出展 参加事業所数 11社(会場全体 827 社・団体) 

 

(2) 阪神間 4商工会議所会員大交流会(主幹：宝塚商工会議所 実施 5 年 2 月 3日) 

内容 これからの旅館観光業の DXの方向性 

場所 宝塚ホテル 

講師 元湯 陣屋 女将 宮﨑 知子 氏 

 参加 第 1 部・講演会 183 名(内、当所 33 名)、第 2部・交流会 198 名(内、当所 51名) 
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(3) 事業者間のマッチング支援(ザ・ビジネスモールの活用推進) 

◇ザ・ビジネスモールの活用推進 

登録 当所会員 391 事業所(内、プレミアムメンバーサービス(有料)  当所会員 4事業所) 

 

5. 持続可能な社会の実現 

(1) SDGs(持続可能な開発目標)の推進 

◇関西ＳＤＧｓプラットフォームへの参画 

◇SDGs の必要性と効果的な取り組み事例紹介セミナー(実施 5年 3月 9日) 

講師 りそな総合研究所㈱ 大阪コンサルティング部 チーフコンサルタント 田中 真樹 氏 

参加 14 事業所 

(2) 所報を活用した SDGs(持続可能な開発目標)に取り組む事業所の PR 

  掲載 9 事業所 

 

第 2 地域力を強化する ～地域特性を活かし産業基盤を支える～ 

1. 地域資源のブランド化 

(1) 日本酒の振興 

①【会議所創立 80周年記念事業】第 26回西宮酒ぐらルネサンスと食フェアの実施 

実施 10 月 1日、2日 2 日間 

場所 西宮神社境内 

出店 西宮の酒蔵会社 8社、西宮酒造家十日会、アサヒビール、関寿庵、会議所 青年部・女性会 

参加 2 万人 

② 西宮日本酒学校の実施 

◇「にしのみや日本酒学校」の実施(期間 10 月 1 日～5年 2月 25 日 6 回) 

 参加 16 名 

◇蔵開(くらびらき)2023 の実施 

実施 2 月 11 日 白鹿、2月 18 日 大関、2月 25日 日本盛 

内容 有料試飲・販売等 

(2) 西宮洋菓子園遊会のあり方検討 

◇スタンプラリー開催(実施 5年 1月 1日～31 日) 

参加 西宮洋菓子ブランド発信事業実行委員会参加店舗 11事業者 15店舗、市民 225 名 

◇えべっさんモチーフ限定缶の 1日限定販売会の開催(実施 5年 1月 18 日) 

場所：無印良品阪急西宮ガーデンズ 

販売数：限定 100 個 
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(3) 西宮洋菓子研究会の自主的な運営を支援 

西宮市内の洋菓子店のブランドイメージを確立させるため、17店舗が参加している西宮洋菓子研究会

の活動支援を行った。 

 

(4) 和菓子の地域ブランド「とおかし」の支援 

西宮神社で斎行される旬祭「十日参り」にて「とおかし」を、市内和菓子店 11店舗(同実行委員会 10

店舗とその他 1店舗)が 4月より月替わりで納めた。 

 

(5) にしのみやコーヒーの扉プロジェクトの支援 

◇スタンプラリー(期間 9 月 23 日～11月 27 日) 

店舗 29 店舗 

◇試飲販売会(実施 11 月 26 日、27 日) 

店舗 4 店舗 

 

2. 商店街・まちなか活性化の推進 

(1) 西宮市商店市場連盟を中心とした商店街等の支援 

西宮市商店市場連盟と連携し、小売市場並びに商店街等を支援した。また、同連盟の定例理事会に参

加し、実施事業に係る情報交換や関連事業に対し後援等のサポートを行った。 

 

(2) 兵庫県・地域の魅力発信集客イベント支援事業の活用支援 

地域のにぎわいを創出し、当地域の魅力を広く内外に発信し、交流人口の増加を図るため、観光関係

団体や商店街・小売市場、実行委員会等が実施する集客・交流イベントを支援した。 

支援件数：市内 11団体 

 

3. にしのみや地域経済交流センターを核とした地域活動の支援 

(1)【Challenge 80】マルシェ等の実施による西宮の逸品 80品目の販路開拓支援 

 西宮の逸品を紹介する web サイトを立ち上げ、事業所への取材訪問を行い商品の開発エピソードなど

を紹介するコンテンツを制作 

 掲載 9品目 

 

(2) 地域の文化芸術団体や子育て団体・グループ等の活動支援 

 ①地域の魅力発信集客イベント補助金を活用した活動支援 

 ◇こどもカフェプロジェクト(キッズカフェ)(実施 8月～12 月 3 回) 

  主催 (一社)meete 訪問療育協会 
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 ◇にしのみやクリエイターズリスト展(実施 11 月 10 日～12日 3 日間) 

  主催 西宮流・西宮商工会議所 

  参加 100 名 

 ②「CCI マルシェ」の実施(実施 8月～) 

  出店 サロンカー型のマッサージ治療院、コーヒーキッチンカー等 

 

第 3 組織力を強化する ～組織体制を強化し会員満足度を高める～ 

1. 新規会員の獲得と定着 

(1) 会員増強検討会議(組織力強化委員会)による組織一丸となった会員増強の推進 

① 第 1回(実施 6月 14 日、議題 (a)会員総数の変遷 (b)退会理由の分析、参加 10 名) 

② 第 2 回(実施 12 月 19 日、議題 (a)会員総数の変遷 (b)5 年度事業計画、参加 10 名) 

③ 第 3 回(実施 3月 13 日、議題 (a)会員総数の変遷 (b)5 年度事業計画、参加 13 名) 

 

(2) 全会員への巡回訪問による会員満足度の向上 

会員との関係性を強化するため全会員への巡回訪問を目標に取り組み、令和 4 年度は、58.2%の会員

事業所との巡回・窓口等による接触を図った。 

 

2. 組織財政基盤の強化 

(1) 正副会頭会議、議員総会、常議員会、議員懇談会、議員クラブ活動等の実施 

① 正副会頭会議 

通期 12 回開催し、令和 3年度会議所事業報告・決算、令和 4年度会議所事業活動方針、令和 5年度

会議所事業計画・予算、令和 5年度兵庫県・西宮市への予算要望、商工会議所創立 80周年記念事業、

役議員の選挙選任などを中心に諸課題について協議した。 

② 常議員会 

 通期 5回の常議員会を開催し、以下について諸課題が審議された。 

[協議事項] 

1. 令和 3年度事業報告(案)、収支決算(案)及び監査報告 

2. 令和 4年度補正予算(案) 

3. 令和 5年度事業計画(案)、収支予算(案) 

4. 役員・議員の任期満了に伴う選挙・選任 

5. 常議員の選任 

6. 顧問の委嘱  

7. 特別委員会の委員委嘱について 
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8. 当所顕彰規程等による顕彰 

9. 会員入退会  

［報告事項］ 

1．商工会議所創立 80 周年記念事業 

2. 令和 4年度事業進捗状況報告 

3. 令和 4年度各委員会開催報告 

4. 令和 4年度各部会の開催報告 

5．第 4 回新型コロナウイルス感染症に関する緊急アンケート結果報告 

6. 令和 5年度西宮市政に対する要望、回答報告 

7. 令和 5年度西宮市建設関係予算の執行に対する要望 

8．役員・議員選挙選任の経過 

9. 議員の異動 

③ 議員総会 

(ア)第 155 回通常議員総会(実施 6 月 27 日) 

議員 92 名(うち書面提出者 34 名) 

◇議事 

［協議事項］令和 3年度事業報告(案)、令和 3年度収支決算(案)及び監査報告、役員・議員の任期満

了に伴う選挙・選任、常議員の選任、顧問の委嘱、会員入退会  

［報告事項］各委員会の開催報告、議員の異動、商工会議所創立 80周年記念事業、第 10回新西宮商

工会館建設推進特別委員会開催報告、行事報告等 

(イ)臨時議員総会(常議員会と合同開催)(実施 10 月 31 日) 

出席 99 名(うち書面提出者 28 名) 

◇議事 

［協議事項］ 会頭の選任、副会頭の選任、専務理事の選任、常議員の選任、監事の選任、常務理事の

選任、顧問の委嘱、議員クラブ幹事の選任、退任役員・議員に対する顕彰(当所顕彰規

程等による顕彰） 

［報告事項］ 選挙・選任に係る経過報告、当選・選任証書及び議員記章、部会及び委員会の役員等の

選出方法、令和 5年度西宮市への予算要望 

(ウ) 第 156 回通常議員総会(常議員会と合同開催)(実施 3 月 27 日) 

出席 93 名(うち委任状提出者 33 名) 
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◇議事 

［協議事項］ 令和 5年度事業計画、令和 5年度収支予算、議員総会のうち常議員会へ委任する事項 

諸規則等の改正、特別委員会の委員委嘱、会員入退会 

[報告事項] 各委員会の開催報告、議員の異動、行事報告等、所務報告 

④ 議員協議会 

  6 月 27 日 ［協議事項］3号議員選考委員会の設置及び委員の選任 

⑤ 役員・議員選挙選任対策特別委員会 

 6 月 27 日 ［協議事項］(1)委員長と副委員長の選任、(2)役員の選任 

⑥ 選挙管理委員会 

 10 月 26 日 ［協議事項］(1)1 号議員の当選人の決定、(2)2 号議員の認証 

⑦ 議員懇談会・議員懇親会 

 10 月 31 日 新任役員・議員就任披露懇親会 

 12 月 19 日 議員懇親会 

⑧ トップセミナー、特別講演 

 5 年 2 月 27 日 「DX 時代への対応」～企業のデジタル改革～ 

講師：大手前大学 現代社会学部教授 伊藤 宗彦 氏 

  5 年 3月 27 日 「大阪・関西万博の最新動向について」 

         講師：(公社)2025 年日本国際博覧会協会 機運醸成局 参事 堤 成光 氏 

⑨ 議員クラブ 

(ア)事業活動 

当所活動への役員･議員の積極的な参画と相互親睦のため、議員クラブ事業活動を行っている。 

◇ゴルフ大会(秋季 10 月 12 日、参者 19 名) 

◇研修視察旅行(5年 3月 11 日、参加者 26 名(同伴者等含む)) 

福井県鯖江市、メガネミュージアム、さばえ街なか商店街他の視察を行った。 

◇社会貢献事業 

事業助成 8 月 21 日に「【会議所創立 80 周年記念事業】第 30 回西宮商工会議所くすの木コンサー

ト」を実施し、議員クラブから支援を行った。 

 

(2) 会議所共済制度の推進による会員事業所の福利厚生の充実支援 

◇福祉共済事業 

アクサ生命保険株式会社と提携し、会員事業所の福利厚生の充実に努めた。 

共済制度加入事業所数 くすのき共済 事業所、特定退職金共済 事業所 
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(3) 商工会議所検定(日本商工会議所、東京商工会議所)の普及・推進、ネット検定への対応 

当所の会員をはじめとする事業所に勤める従業員、一般市民、生徒・学生等を対象に各種検定試験を

実施している。本事業は商工業者の健全な発展に貢献するものである。なお、4 年度における各種検

定試験の内容は次のとおりとなった。 

◇日本商工会議所検定試験(全国統一ペーパー試験) 

簿記検定試験(計 8回、1級/2 回、2級/3 回、3級/3 回) 

◇日本商工会議所検定試験(ネット検定、随時施行) 

簿記初級、原価計算初級、リテールマーケティング(販売士)検定試験、電子会計実務、 

日商ＰＣ(文書作成、データ活用、プレゼン資料作成)、ビジネスキーボード、キータッチ 2000、 

日商プログラミング、日商ビジネス英語 

◇東京商工会議所検定試験(ネット検定、年 2回施行) 

ビジネス実務法務 1 級 6 名、2級 83 名、3級 90 名 

カラーコーディネーター アドバンス 12 名、スタンダード 27 名 

福祉住環境コーディネーター 1 級 4 名、2級 63 名、3級 20 名 

環境社会(ｅｃｏ) 164 名、ＢＡＴＩＣ(国際会計)  6 名、ビジネスマネジャー 47 名 

 

(4) 珠算検定(日本珠算連盟)の普及・推進、競技大会の開催 

4 年度における珠算競技大会の開催回数は次のとおりである。 

◇珠算検定及び珠算競技大会…計 31 回 

上級珠算検定試験/3 回、暗算検定試験/8 回、下級珠算検定試験/5 回、 

暗算準級検定/5 回、段位認定試験/3 回、準級珠算検定試験/5 回、珠算競技大会/2 回 

 

(5) 会議所パソコン教室の運営 

◇ＩＴ啓発事業(パソコン教室) 

令和 4年度は新商工会館 3階パソコン教室にて開講した。 

受講者数 一般市民を含め延べ 31,770 余名 

 

(6) 職員の資質及びモラールの向上 

兵庫県商工会議所連合会が主催する経営指導員研修(一般 1 回、特別・専門 3 回)や日本商工会議

所主催の事業担当者別研修を受講するなど、職員全体の資質向上を図った。 
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(7) 部会・委員会活動の活性化、青年部・女性会活動の支援 

① 委員会 

(ア) 総務企画委員会 

(a) 第 1 回(実施 6 月 7日) 令和 3年度事業報告・収支決算(案)、諸規定の改正(案)、 

役議員の任期満了に伴う選挙・選任、西宮商工会議所創立 80 周年記念事業(案)、 

県政・市政に対する意見・要望など、商工会館竣工式・竣工式典・内覧会開催報告 

(b)第 2 回(実施 12 月 19 日) 令和 4年度事業進捗報告・予算執行状況報告 

(c)第 3 回(実施 3月 7日)  第 647 回常議員会・第 156 回通常議員総会の議案、 

令和 5年度事業計画(案)、令和 5 年度収支予算(案)、諸規則等の改正(案) 

(イ) 企業力強化委員会 

(a) 第 1 回(実施 6 月 13 日)  令和 3年度事業報告(案)、令和 3年度収支決算(案) 

にしのみや起業家支援センター 

(b) 第 2 回(実施 12 月 19 日) 令和 4年度事業進捗報告、予算執行状況報告、 

令和 5年度事業計画の考え方、起業家支援センターの取り組み 

(c) 第 3 回(実施 3 月 13 日) 令和 5年度事業計画(案)、令和 5年度収支予算(案)、 

起業家支援センターの取り組み 

(ウ) 地域力強化委員会 

(a) 第 1 回(実施 6 月 13 日)  令和 3年度事業報告(案)、令和 3年度収支決算(案) 

にしのみや地域経済交流センターの運営 

(b) 第 2 回(実施 12 月 19 日) 令和 4年度事業進捗報告、予算執行状況報告、 

令和 5年度事業計画の考え方、にしのみや地域経済交流センターの運営 

(c) 第 3 回(実施 3 月 14 日) 令和 5年度事業計画(案)、令和 5年度収支予算(案)、 

にしのみや地域経済交流センターの運営 

(エ) 組織力強化委員会 

(a) 第 1 回(実施 6 月 14 日)  令和 3年度事業報告(案)、令和 3年度収支決算(案) 

会員増強検討会議 

(b) 第 2 回(実施 12 月 19 日) 令和 4年度事業進捗報告、予算執行状況報告、 

令和 5年度事業計画の考え方、会員増強の検討 

(c) 第 3 回(実施 3 月 13 日) 令和 5年度事業計画(案)、令和 5年度収支予算(案)、 

会員増強・退会防止の検討 

(オ) エコタウンづくり推進特別委員会 

※未開催 
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(カ) 新西宮商工会館建設推進特別委員会 

(a) 第 10 回(実施 6 月 21 日) 西宮商工会館の建設に関する最終報告 

② 部会 

(ア) 食品産業部会 

（a）食品輸出セミナー(実施 5 年 2 月 15 日) 参加 13 名 

(イ) 工業部会 

(a) 「メッセナゴヤ 2022 展示会」視察・見学会(実施 11 月 18 日) 参加 10 名 

※不動産業部会、金融保険業部会と共催 

(ウ) 建設業部会 

(a) 西宮市政への要望書提出(実施 10 月 11 日) 

(b) 市政要望への回答説明会(実施 5年 2月 9日) 

(c) 建設業暴力追放協議会 令和 4年度情報連絡会(実施 10 月 5 日) 参加 69 名 

※西宮市、兵庫県建設業暴力追放協議会との共催 

(エ) 小売業部会 

(a) 「本物の商売」～儲かる商売の極意とは～(実施 12 月 6 日) 参加 45 名 

(オ) 卸売業部会 

(a) DX 推進倉庫視察会および懇親会(実施 5 年 2月 17 日) 参加 16 名 

(カ) 専門サービス業部会 

(a) 「消費者行動とブランディング」セミナー(実施 5年 1月 19 日) 参加 20 名 

 ※情報・生活サービス業部会と共催 

(キ) 情報・生活サービス業部会 

(a) 「消費者行動とブランディング」セミナー(実施 5年 1月 19 日) 参加 20 名 

 ※専門サービス業部会と共催 

(ク) 不動産業部会 

(a）円安、資源高などによるコスト高騰が企業に与える影響・合同セミナー(実施 5 年 2 月 13 日) 

参加 16 名 ※工業部会、金融保険業部会と共催 

(ケ) 金融保険業部会 

(a) 「メッセナゴヤ 2022 展示会」視察・見学会（実施 11 月 18 日） 参加 10 名 

※工業部会、不動産業部会と共催 

(b）円安、資源高などによるコスト高騰が企業に与える影響・合同セミナー(実施 5 年 2 月 13 日) 

参加 16 名 ※工業部会、不動産業部会と共催 

(コ) 交通運輸業部会 

(a) 「ホワイト物流」推進運動セミナー(実施 5年 1月 24 日) 参加 8名 
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(b) 西宮警察交通課との意見交換会(実施 5 年 2月 9 日) 参加 6名 

③ 青年部 

青年部は、会員相互の啓発と親睦を図り、企業経営者としての研鑽に努め、当所の事業活動の一翼を

担い、もって地域中小企業の総合的振興・発展と社会福祉の増進に寄与することを目的としている。

4年度末の会員数は 147 名である。 

  ◇創立 30 周年記念事業の実施 

  みやしるスタンプラリー事業(10 月 29 日)、創立 30 周年記念式典祝賀会(11 月 12 日) 

④ 女性会 

当所女性会は昭和 48 年に創立され、現会員数は 34 名である。オンライン会議に加え、新西宮商工

会館が完成したことに伴い、宝塚商工会議所女性会を招いて交流会を実施するなどリアルでの事業

実施に取り組んだ。 

 

3. 会議所の DX推進と情報発信の強化 

(1) 会議所の DX 推進 

(2) 会議所活動の情報発信 

◇西宮商工会議所所報(れぽると)の発行 

当所事業の案内や活動状況、法律･税制の改正や兵庫県・西宮市の施策などを広報し、併せて会員事

業所の紹介などを行うために、当所所報 Report(れぽると)を年 12 回(毎月)発行した。 

また、「PR便」サービスは 50回の利用があるなど好評を得た。 

＊発行間隔…毎月、年 12回発行 

＊発行部数…3,300 部／月、4年度合計 39,600 部 

◇先進事例等取組 PR 

所報れぽるとの SDGs に取り組む事業所コーナーにて取組みを紹介した。 

紹介事業所数：9事業所 

◇ホームページとフェイスブック 

「新型コロナウイルス関連の支援策情報」や、「セミナー・イベント情報」「検定・資格試験情報」「貸

し会議室情報」を中心に情報発信を行い、当所事業の魅力を PRした。 

また Facebook を活用し、当所事業の案内や経営に役立つ情報、各種検定試験の情報などをリアルタ

イムで発信している。 

(3) 外部報道機関への情報提供の推進 

市民向け大規模イベントや新型コロナウイルス関連支援策など、ニュース性がある取り組みについて、

西宮市市政記者クラブにて記者レクを行うとともに、マスコミ各社の取材に積極的に応じ、会議所活

動の情報発信に努めた。 
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(4) 会員サービス事業の推進 

① 労働保険事務の代行 

◇労働保険事務組合 

労働保険の加入手続きや保険料の申告納付、その他労働保険に係る手続きを、事業主に代わって行

う。4年度末受託事業所： 114 事業所(新規委託 4事業所、委託解除 8事業所) 

② 貿易関連証明の発給 

4 年度の発給件数は、1,070 件(前年 1,232 件、前々年 741 件)、サイン証明は 344 件(前年 401 件)と

なった。 

③ 小規模企業共済、経営セーフティ共済(中小機構)の事務委託 

◇小規模企業共済制度 

この共済は、経営者のための退職金積立の制度である。 

17 件の新規加入と１件の脱退があり、年度末の加入者数は 631 件となった。 

◇経営セーフティ共済(中小企業倒産防止共済)制度 

この共済は、取引先事業者の倒産による連鎖倒産や経営難に陥ることを防止するための制度である。 

15 件の新規加入と 3件の脱退があり、年度末の加入者数は 93 件となった。 

 ④ 容器包装リサイクル法に基づく再商品化委託 

  参照 第 3-5.- (9) 日本容器包装リサイクル協会 

⑤ 健康診断、PET/CT 検診の受診料割引サービス、ひょうごＤＣプラン 

◇健康診断補助サービス事業 

健康診断を希望する会員事業所に対し、当所が料金の一部を補助する利用券を発行しており、4年度 

は、43 事業所、472 名の利用があった。 

兵庫医科大学病院と提携して、PET/CT 検査と人間ドック健診を会員事業所に会員価格で提供してお

り、4年度は、人間ドッグ検診：8事業所、22 名の利用があった。 

◇ひょうごＤＣプラン 

神戸商工会議所とりそな銀行が共同運営する「確定拠出年金制度(ＤＣ制度)」を推進している。 

 

(5) 賀詞交歓会の実施 

5 年 1月 6日、令和 5年賀詞交歓会(西宮商工会議所主催、公益社団法人西宮納税協会・一般社団法人

西宮青年会議所・西宮貿易協会共催)が、会員事業所をはじめ、服部兵庫県副知事、石井西宮市長、国

会議員・県議会議員・市議会議員、行政官庁及び在関西領事館の来賓等を含め約 300 名の参加のもと、

ホテルヒューイット甲子園において盛大に開催した。 
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(6) 「市民に拓かれた商工会議所」の推進 

① くすの木コンサートなど、社会貢献活動の推進 

8 月 21 日 【会議所創立 80 周年記念事業】第 30回くすの木コンサート 

     場所 兵庫県立芸術文化センター KOBELCO 大ホール 

② 国際交流活動の推進 

4 年度は姉妹友好都市との交流事業の実施はなかった。 

 

4. 要望・提言活動の推進 

(1) 各部会・委員会活動、巡回などを通じての会員意見の集約 

(2) 国・兵庫県・西宮市などへの政策要望・意見の具申 

(3) 兵庫県・西宮市幹部と正副会頭との懇談会の実施 

◇兵庫県政に対する要望 

10 月 26 日、兵庫県商工会議所連合会家次会頭より兵庫県斎藤知事に要望書を提出。5 年 3 月 22 日

に兵庫県より回答があった。 

◇西宮市政に対する要望 

11 月 14 日、森本会頭より石井市長に要望書を提出。5年 2月 8日、要望に関わる回答内容の説明と

懇談会が開催され、石井市長から森本会頭に回答書が手渡された。 

◇名神湾岸連絡線の整備について 

既に着工している大阪湾岸道路西伸部と一体的に整備されることによって、渋滞の緩和はもとより、

沿道環境の改善、物流の活性化、災害時の緊急輸送や代替路の確保などに資する重要な道路である

ことから、神戸・尼崎・西宮商工会議所は兵庫県はじめ各市と連携し、名神湾岸連絡線の早期実現を

国に対し要望した。 

 

(4) 日本商工会議所・関西商工会議所連合会・兵庫県商工会議所連合会などの関係機関との連携 

①日本商工会議所(日商)  合同委員会、常議員会、議員総会等への参加 

②関西商工会議所連合会(関西商連)  常任理事会、総会等への参加 

③兵庫県商工会議所連合会(兵商連)  専務理事・事務局長会議等への参加 

 

5. 関連団体事務の受託 

(1) 西宮貿易協会 

諸外国の事情・貿易情勢、貿易関連実務等に関する情報収集、在関西領事や西宮市の姉妹都市との交流

促進等を図ることにより、西宮市産業の貿易振興基盤の強化に寄与することを目的としている。 

会員数 18 事業者 

・ 11 月 9 日 海外 EC ビジネス入門セミナー(出席者 46名) 
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(2) 西宮地区雇用対策協議会 

芦屋市、宝塚市、西宮市に所在する事業所で組織され、各事業所の労働力の確保と安定を図り、地域

経済の発展に寄与することを目的としている。 

会員数 60 事業所 

・ 4 月～3 月 「働き方改革」相談窓口   開催回数：12回(相談件数 17 件) 

・ 4 月 6日・7日  新入社員研修    参加：19事業所、48 名 

・ 9 月 30 日 新入社員フォローアップ研修  参加：16名 

・ 1 月 30 日 新春講演会       参加：44名  

・ 2 月 8日  労働関連セミナー       参加：27名 

・ 2 月 20 日 採用関連セミナー       参加：19名 

 

(3) 西宮珠算振興会 

珠算能力の普及と珠算教育の振興を図るため、珠算教育に関する調査研究、講習会・競技会の開催や

イベント等による普及活動や、商工会議所の行う珠算検定に対する協力等を行っている。 

会員数 14 名 

◇競技大会・検定・会議等 

第 51回兵庫県通信珠算競技大会(実施  8 月 7 日、参加 57 名) 

第 63 回オール西宮珠算競技大会(実施 11 月 6 日、参加 59 名) 

下級・暗算下級･準級･暗算準級検定試験(実施 5回) 

上級･暗算上級･段位認定試験(実施 3回) 

役員会・総会・正副会長会議・監事会(実施 7回) 

 

(4) 西宮興親会 

西宮の復興を目指す歴史ある親睦団体として、地域の活性化について、積極的に情報発信していくこ

とを目指している。 

会員数 15 名 

・ 8 月 1日  8 月例会「美術館と西宮(講師 西宮市大谷記念美術館 館長 越智 裕二郎 氏)」 

出席者 6 名 

 

(5) 西宮市商店市場連盟 

西宮市内の商店街及び小売市場の総合的組織力の結集により、健全な発展と堅実な運営を図り、併せて商

業者の経済的地位の向上を期するとともに、本市の商業の振興に寄与することを目的とした団体である。 

会員 34 団体(市内小売市場、商店街) 
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・ 7 月 2日～9月 25 日 サマーフェスティバル事業 

・ 9 月 22 日 阪神七市一町商業者連絡協議会 阪神間・商店街サミット＆交流会(宝塚市) 

・ 2 月 21 日 歳末フェスティバル「早春の淡路島 味覚と人形浄瑠璃」 

 

(6) 西宮市商業近代化協会 

小売市場並びに商店街が行う商業近代化・活性化事業等を側面から援助し、併せて西宮市の発展と消

費者の便益を図ることを目的とした団体である。 

会員 34 団体(市内小売市場、商店街) 

 

(7) 一般財団法人西宮更生保護協会 

西宮市における更生保護事業を支援することを目的とし、更生保護諸団体(西宮市保護司会・西宮市

更生保護女性会・西宮市協力雇用主 BBS 会)に対する支援、法務省の行う社会を明るくする運動等、犯

罪非行予防活動に対する支援、その他更生保護に関する事業の充実発展に寄与する支援を行っている。 

会員数 147 名(法人及び団体 34・個人 113) 

 

(8) 環境再生保全機構(徴収業務受託団体) 

汚染負荷量賦課金申告・納付説明会の開催や、申告書等受理等の業務を受託している。 

用紙申告 2 事業者、オンライン申告 25 事業者 

 

(9) 日本容器包装リサイクル協会 

容器包装リサイクル法に基づく再商品化義務を履行するため、同義務を日本容器包装リサイクル協会

が受託している。 

受付状況 紙申込 5件、オンライン申込 36件 

 

第 4 西宮商工会議所創立 80 周年記念事業の実施 

1. 西宮商工会館の建設及び竣工式の実施 

(1) 西宮商工会館の建設 

 工  期 3 年 3月 20 日～4年 3月 31 日 

 規模構造 鉄骨 4階建 

 敷地面積 1,614.04 ㎡ 

 建物面積  560.93 ㎡(商工会館 550.70 ㎡、地下倉庫棟 10.23 ㎡) 

 延床面積 1,948.75 ㎡(商工会館 1,765.46 ㎡、地下倉庫棟 160.35 ㎡、駐輪場 22.94 ㎡) 

特  徴 ①旧商工会館からの引き継ぎ 

玄関前 石碑の再設置 
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エントランス壁 「西宮商工会館」の銘板の再使用 

1 階・展示資料室 復元模型(旧会館竣工時、震災後の別館建設時の 2種類)を設置 

1 階・展示資料室 西宮神社「福男選び」のディスプレーを設置 

1 階・展示資料室 ペンダントライトの再使用 

2 階・特別会議室 第二代長部文治郎氏の胸像を設置 

2 階・特別会議室 旧会館の椅子の再使用 

②産学連携の取り組み 

外壁ルーバー 「宮水」をイメージしたアルミ製の垂直ルーバーを設置 

ピロティ南側 旧会館のベランダを再現 

1 階・展示資料室 酒樽をモチーフにした展示棚を設置 

③地場産業の取り組み 

 会議所事務局・相談室等 CLT を使用した壁材 

 2 階・特別会議室 名塩和紙のディスプレー 

 

(2) 竣工式・竣工式典の実施 

 日時 4月 27 日 

 場所 西宮商工会館 

参加 竣工式 39 名 

竣工式典 125 名(来賓、会議所、納税協会) 

内覧会  300 名(式典関係者、一般会員等) 

 

2. 創立 80 周年記念式典・記念祝賀会の実施 

(1) 創立 80 周年記念式典の実施 

 日時 7月 11 日 

 場所 ホテルヒューイット甲子園 

参加 記念式典  184 名(来賓、会議所、諸団体等) 

    記念祝賀会 105 名(来賓、会議所、諸団体等) 

 

(2) 創立 80 周年記念誌及び記念映像の作成 

 記念誌  創立 80周年記念式典にて配布 

 記念映像 竣工式典及び創立 80 周年記念式典にて紹介 
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3. 「Challenge 80」の実施 

(1) 起業家 80名の創出 

 にしのみや起業家支援センターに登録する起業家 91 名を輩出 

 

(2) 地域が誇る逸品 80品目の紹介 

 特設 WEB サイトを構築し 9 品目を紹介 

 

(3) 健康経営優良法人認定 80社の取得支援 

 市内事業者 58社の取得を支援 

 

4. 創立 80 周年記念冠事業の実施 

(1) 第 30 回くすの木コンサート 

8 月 21 日 兵庫県立芸術文化センターKOBELCO 大ホールにて実施 

 

(2) 第 26 回酒ぐらルネサンスと食フェア 

 10 月 1 日・2日 西宮神社境内にて実施 

 

(3) 大規模展示会・メッセナゴヤ 2022 への共同出展 

 11 月 16 日～18 日 メッセナゴヤ 2022 への共同出展(11 事業所)を実施 

 

(4) ビジネスプランコンテスト＆交流会の実施 

 9 月 26 日 みやスタ会員交流会を実施 

 5 年 2 月 9 日 第 1 回みやスタビジネスプランコンテストを実施 
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（単位：円）

会計名 繰越金 収　入 支　出 収支残高 繰入金
差引収支

残高
備　　考

（支出は△印）

一般会計 41,742,526 185,599,042 155,161,773 72,179,795 ∆20,018,890 52,160,905
収支剰余金
次年度へ繰越

∆15,368,890

∆1,650,000

∆3,000,000

中小企業相談所
特別会計

0 95,746,562 107,805,452 ∆12,058,890 12,058,890 0

15,368,890

∆3,310,000

会館・共済事業
特別会計

18,427,385 48,161,458 53,318,242 13,270,601 1,650,000 14,920,601
収支剰余金
次年度へ繰越

特定退職金共済
事業特別会計

0 149,192,558 147,155,511 2,037,047 0 2,037,047

退職給与資金
積立金特別会計

83,466,014 782 28,251,390 55,215,406 6,310,000 61,525,406
本年度末資金
残高
次年度へ繰越

3,000,000

3,310,000

合計 143,635,925 478,700,402 491,692,368 130,643,959 0 130,643,959

令和４年度　収支決算総括表

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

1



収入の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 会費収入 68,290,000 68,000,000 290,000  

 1. 会費収入 40,750,000 40,460,000 290,000  

 2. 特別会費収入 27,540,000 27,540,000 0 役員・議員

 2. 特定商工業者負担金収入 1,212,000 1,200,000 12,000

 1. 負担金収入 1,212,000 1,200,000 12,000

 3. 事業収入 74,717,821 75,861,000 △ 1,143,179

 1. 検定事業収入 12,622,104 13,252,000 △ 629,896

珠算、簿記、福祉住環境コーディネー
ター、カラーコーディネーター、ビジ
ネス実務法務、国際会計、 ＰＣ、環
境社会、ビジネスマネージャー他

 2. 研修講習会収入 53,193,440 51,817,000 1,376,440 パソコン教室

 3. 所報広告料収入 4,471,372 4,200,000 271,372

 4. 手数料収入 1,466,940 1,678,000 △ 211,060 貿易証明、容器包装リサイクル

 5. その他事業収入 2,963,965 4,914,000 △ 1,950,035 珠算大会、電子認証取次手数料他

 4. 交付金収入 36,982,492 42,580,000 △ 5,597,508

 1. 補助金収入 28,176,000 30,050,000 △ 1,874,000
労働環境対策、地域活力増進、地域経
済再生支援、創業支援、販路拡大他

 2. 事業受託料収入 6,766,492 10,490,000 △ 3,723,508 経営支援、事業環境変化対応型他、

 3. 事務受託料収入 2,040,000 2,040,000 0
地区雇用対策協議会、貿易協会、珠算
振興会、興親会、更生保護協会、商店
市場連盟

 5. 雑収入 3,796,729 1,829,000 1,967,729

 1. 受取預金利息等 458 1,000 △ 542

 2. その他雑収入 3,796,271 1,828,000 1,968,271  

 6. 過年度収入 600,000 665,000 △ 65,000

 1. 会費収入 590,000 665,000 △ 75,000

 2. 負担金収入 10,000 0 10,000

 7. 前期繰越金 41,742,526 26,311,000 15,431,526

 1. 前期繰越金 41,742,526 26,311,000 15,431,526

227,341,568 216,446,000 10,895,568

令和４年度　一般会計収支決算
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

勘　定　科　目

合　　　　　計

2



支出の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 事業費 114,825,543 110,373,000 4,452,543

 1. 事業費 108,144,851 100,253,000 7,891,851

 1. 検定事業費 9,766,168 9,726,000 40,168

珠算、簿記、福祉住環境、カラー
コーディネーター、ビジネス実務
法務、国際会計、環境社会、ビジ
ネスマネージャー他

 2. 講習会開催費 50,018,922 48,797,000 1,221,922 パソコン教室

 3. 部会・委員会等活動費 688,914 1,100,000 △ 411,086

 4. 広報・宣伝費 8,088,586 8,800,000 △ 711,414 所報、ホームページ

 5. 地域振興開発費 570,000 876,000 △ 306,000

 6. 日本酒振興支援事業費 2,435,060 2,190,000 245,060

 7. 地域活力増進事業費 2,259,792 2,200,000 59,792

 8. 青年部活動推進費 803,000 210,000 593,000

 9. 女性会活動推進費 267,600 210,000 57,600

10. 80周年記念事業費 15,888,207 6,216,000 9,672,207

11. 地域経済再生支援
　　事業費

1,100,000 1,050,000 50,000

12. 労働環境対策事業費 1,787,621 1,800,000 △ 12,379

13. ビジネス交流会事業費 473,521 600,000 △ 126,479

14. 事業継続支援事業費 116,000 1,000,000 △ 884,000

15. 販路開拓機会創出
　　事業費

165,000 1,000,000 △ 835,000

16. 創業支援事業費 13,456,044 13,910,000 △ 453,956

17. 国際交流事業費 0 100,000 △ 100,000

18. その他事業費 260,416 468,000 △ 207,584 貿易証明、珠算大会等

 2. 受託補助事業費 6,680,692 10,120,000 △ 3,439,308

 1. 経営支援事業費 5,822,692 6,390,000 △ 567,308

 2. 諸課題解決事業費 44,000 1,000,000 △ 956,000 専門家派遣

 3. 事業環境変化対応型
　　支援事業費

814,000 2,730,000 △ 1,916,000

 2. 管理費 40,336,230 46,313,000 △ 5,976,770

 1. 給与費 7,664,224 13,608,000 △ 5,943,776

 1. 本給 5,059,181 8,765,000 △ 3,705,819

 2. 諸手当 943,841 1,840,000 △ 896,159

 3. 賞与 1,661,202 3,003,000 △ 1,341,798

　  2. 福利厚生費 1,687,653 2,637,000 △ 949,347

 1. 福利厚生費 1,687,653 2,637,000 △ 949,347 社会保険料、労働保険料他

　  3. 旅費交通費 822,380 900,000 △ 77,620

 1. 旅費交通費 822,380 900,000 △ 77,620

勘　定　科　目

3



 4. 事務費 15,373,612 12,974,000 2,399,612

 1. 通信運搬費 1,015,022 1,267,000 △ 251,978

 2. 図書印刷費 1,270,650 1,140,000 130,650

 3. 消耗品費 1,642,732 1,010,000 632,732

 4. 車両費 591,292 644,000 △ 52,708

 5. 選挙事務費 403,723 500,000 △ 96,277

 6. リース料 2,319,662 2,191,000 128,662

 7. 事務諸費 8,130,531 6,222,000 1,908,531
　

 5. 会議費 4,443,011 4,605,000 △ 161,989

 1. 会議費 4,443,011 4,605,000 △ 161,989

 6. 渉外費 2,005,639 3,220,000 △ 1,214,361

 1. 渉外費 2,005,639 3,220,000 △ 1,214,361

 7. 公課分担金 7,254,811 7,969,000 △ 714,189

 1. 公課 6,690,811 7,395,000 △ 704,189 日商等上部団体会費、租税等

 2. 分担金 564,000 574,000 △ 10,000 加入団体会費等

 8. 会議所強化費 1,084,900 400,000 684,900

 1. 会議所強化費 1,084,900 400,000 684,900

 3. 繰出金 20,018,890 19,428,000 590,890

 1. 中小企業相談所特別会計 15,368,890 16,428,000 △ 1,059,110

1,650,000 0 1,650,000

3,000,000 3,000,000 0

 4. 次期繰越金 52,160,905 40,332,000 11,828,905

 1. 次期繰越金 52,160,905 40,332,000 11,828,905

227,341,568 216,446,000 10,895,568

 2. 会館･共済事業特別会計

 3. 退職給与資金積立金特別
　　会計

合　　　　　計

4



収入の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 交付金収入 95,158,760 96,280,000 △ 1,121,240

 1. 補助金収入 95,158,760 96,280,000 △ 1,121,240
人件費87,853,270
事業費 7,305,490

 2. 雑収入 587,802 771,000 △ 183,198

 1. 雑収入 587,802 771,000 △ 183,198

 3. 繰入金 15,368,890 16,428,000 △ 1,059,110

 1. 一般会計 15,368,890 16,428,000 △ 1,059,110

111,115,452 113,479,000 △ 2,363,548

令和４年度　中小企業相談所特別会計収支決算
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

勘　定　科　目

合　　　　　計

5



支出の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 事業費 6,664,838 6,693,000 △ 28,162

 1. 事業費 6,664,838 6,693,000 △ 28,162

 1. 講習会開催費 2,298,064 1,578,000 720,064

 2. 記帳継続指導費 1,798,000 1,856,000 △ 58,000

 3. 金融指導事務費 201,640 417,000 △ 215,360

 4. 施策普及費 1,023,514 850,000 173,514

 5. 資質向上対策事業費 0 112,000 △ 112,000

 6. その他事業費 1,343,620 1,880,000 △ 536,380

 2. 管理費 101,140,614 103,476,000 △ 2,335,386

 1. 給与費 85,367,822 86,766,000 △ 1,398,178

 1. 本給 49,656,700 49,745,000 △ 88,300
経営指導員１２名
経営支援員　３名

 2. 諸手当 15,445,308 15,452,000 △ 6,692

 3. 賞与 20,265,814 21,569,000 △ 1,303,186

 2. 福利厚生費 14,237,634 14,470,000 △ 232,366

 1. 福利厚生費 14,237,634 14,470,000 △ 232,366 社会保険料、労働保険料他

  3. 旅費交通費 57,360 250,000 △ 192,640

　  1. 旅費交通費 57,360 250,000 △ 192,640 指導旅費、研修旅費

　  4. 事務費 1,477,798 1,990,000 △ 512,202

 1. 通信運搬費 1,047,544 1,560,000 △ 512,456

 2. 調査研究費 6,534 34,000 △ 27,466

 3. 駐車場費 396,000 396,000 0

 4. その他諸費 27,720 0 27,720

 3. 繰出金 3,310,000 3,310,000 0

3,310,000 3,310,000 0

111,115,452 113,479,000 △ 2,363,548

勘　定　科　目

 1. 退職給与資金積立金
　　特別会計

合　　　　　計
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収入の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 会館事業収入 24,588,600 25,934,000 △ 1,345,400

 1. 使用料収入 17,546,490 17,366,000 180,490

 2. 分担金収入 7,042,110 8,568,000 △ 1,525,890

 2. 共済事業収入 21,493,626 21,036,000 457,626

 1. 大型保険取扱手数料 1,529,412 1,200,000 329,412

 2. 個人年金取扱手数料 27,379 35,000 △ 7,621

 3. 終身保険取扱手数料 35,880 35,000 880

 4. 終身医療保険取扱手数料 1,917,476 2,000,000 △ 82,524

 5. ガン保険取扱手数料 106,008 150,000 △ 43,992

 6. 生命共済保険取扱手数料 7,942,561 9,006,000 △ 1,063,439

 7. 休業所得補償保険取扱
　　手数料

2,960,892 2,320,000 640,892

 8. ＰＬ団体保険取扱手数料 19,602 0 19,602

 9. 労働保険取扱手数料 3,459,060 3,700,000 △ 240,940

10. 公害関係取扱手数料 589,545 590,000 △ 455

11. 火災・自動車共済取扱
　　手数料

174,060 150,000 24,060

12. その他保険手数料 1,179,213 1,050,000 129,213

13. ユニット・リンク保険
　　取扱手数料

1,552,538 800,000 752,538  

 3. 交付金収入 1,370,800 1,362,000 8,800

 1. 報奨金等収入 1,370,800 1,362,000 8,800 全国労働保険事務組合

 4. 雑収入 708,432 7,000 701,432

 1. 雑収入 403,432 7,000 396,432

 2. 会館建設負担金収入 305,000 0 305,000

 5. 繰入金 1,650,000 0 1,650,000

 1. 一般会計繰入金 1,650,000 0 1,650,000

 6. 前期繰越金 18,427,385 13,177,000 5,250,385

 1. 前期繰越金 18,427,385 13,177,000 5,250,385

68,238,843 61,516,000 6,722,843 0

令和４年度　会館・共済事業特別会計収支決算
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

勘　定　科　目

合　　　　　計

7



支出の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 事業費 1,800,225 1,850,000 △ 49,775

 1. 事業費 1,800,225 1,850,000 △ 49,775

 1. 事業促進費 65,225 260,000 △ 194,775  

 2. 加入者還元事業費 525,000 780,000 △ 255,000

 3. 給付金 1,210,000 810,000 400,000

 2. 管理費 40,799,575 35,128,000 5,671,575

 1. 給与費 15,147,680 15,147,000 680

 1. 本給 10,680,000 10,680,000 0

 2. 諸手当 297,680 297,000 680 　

 3. 賞与 4,170,000 4,170,000 0

 2. 福利厚生費 820,114 841,000 △ 20,886

 1. 福利厚生費 820,114 841,000 △ 20,886 社会保険料、労働保険料他

 3. 会館管理費 14,660,873 11,618,000 3,042,873

 1. 施設保守費 12,299,869 9,178,000 3,121,869

 2. 駐車場管理費 2,361,004 2,240,000 121,004

 3. 修繕費 0 200,000 △ 200,000

 4. 事務費 10,170,908 7,522,000 2,648,908

 1. 通信運搬費 614,973 297,000 317,973

 2. 什器備品費 0 400,000 △ 400,000

 3. 消耗品費 352,825 300,000 52,825

 4. 電力料 3,283,059 2,520,000 763,059

 5. 燃料水道費 1,145,179 959,000 186,179

 6. 損害保険料 475,330 400,000 75,330

   7. 事務諸費 1,987,521 296,000 1,691,521

   8. 労働保険事務費 1,770,009 1,755,000 15,009

 9. 支払手数料 542,012 595,000 △ 52,988

 3. 固定資産取得費 2,416,700 0 2,416,700

 1. 什器備品取得費 755,700 0 755,700

 2. 建物造作取得費 1,661,000 0 1,661,000

 4. 借入金返済等支出 8,301,742 8,295,000 6,742

 1. 借入金返済支出 7,000,000 7,000,000 0

 2. 支払利息 1,301,742 1,295,000 6,742

 5. 次期繰越金 14,920,601 16,243,000 △ 1,322,399

 1. 次期繰越金 14,920,601 16,243,000 △ 1,322,399

68,238,843 61,516,000 6,722,843

勘　定　科　目

合　　　　　計
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収入の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 事業収入 149,192,521 166,000,000 △ 16,807,479

 1. 事業収入 149,192,521 166,000,000 △ 16,807,479

 1. 保険料収入 93,227,300 96,000,000 △ 2,772,700

 2. 事務費収入 4,825,400 5,000,000 △ 174,600

 3. 給付金受入 51,139,821 65,000,000 △ 13,860,179

 2. 雑収入 37 1,000 △ 963

 1. 雑収入 37 1,000 △ 963

 3. 前期繰越金 0 333,000 △ 333,000

 1. 前期繰越金 0 333,000 △ 333,000

149,192,558 166,334,000 △ 17,141,442

支出の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 事業費 144,367,121 161,005,000 △ 16,637,879

 1. 事業費 144,367,121 161,005,000 △ 16,637,879

 1. 事業促進費 0 5,000 △ 5,000  

 2. 給付金 51,139,821 65,000,000 △ 13,860,179

 3. 支払保険料 93,227,300 96,000,000 △ 2,772,700

 2. 管理費 2,788,390 5,329,000 △ 2,540,610

 1. 給与費 2,237,944 4,275,000 △ 2,037,056

 1. 本給 1,414,200 2,808,000 △ 1,393,800

 2. 諸手当 337,125 359,000 △ 21,875 　

 3. 賞与 486,619 1,108,000 △ 621,381

 2. 福利厚生費 354,520 732,000 △ 377,480

 1. 福利厚生費 354,520 732,000 △ 377,480 社会保険料、労働保険料他

 3. 事務費 195,926 322,000 △ 126,074

 1. 通信運搬費 55,226 120,000 △ 64,774

 2. 支払手数料 140,700 202,000 △ 61,300

 3. 次期繰越金 2,037,047 0 2,037,047

 1. 次期繰越金 2,037,047 0 2,037,047

149,192,558 166,334,000 △ 17,141,442合　　　　　計

令和４年度　特定退職金共済事業特別会計収支決算
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

勘　定　科　目

合　　　　　計

勘　定　科　目
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収入の部
（単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 繰入金 6,310,000 6,310,000 0

 1. 一般会計 3,000,000 3,000,000 0

 2. 中小企業相談所特別会計 3,310,000 3,310,000 0

 2. 雑収入 782 2,000 △ 1,218

 1. 受取預金利息 782 2,000 △ 1,218

 3. 前期繰越金 83,466,014 83,462,000 4,014

 1. 前期繰越金 83,466,014 83,462,000 4,014 前年度末資金残高

89,776,796 89,774,000 2,796

支出の部 （単位：円）

決　算　額 予　算　額 比較増減額 備　　　　　考

 1. 退職金 28,246,000 24,597,000 3,649,000

 1. 退職金 28,246,000 24,597,000 3,649,000

 2. 管理費 5,390 2,000 3,390

 1. 事務諸費 5,390 2,000 3,390

支出合計 28,251,390 24,599,000 3,652,390

本年度末資金残高 61,525,406 65,175,000 △ 3,649,594 次年度へ繰越

89,776,796 89,774,000 2,796合　　　　　計

令和４年度　退職給与資金積立金特別会計収支決算
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

勘　定　科　目

合　　　　　計

勘　定　科　目
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（単位：円）

金　額 金　額

流動資産 99,341,468 流動負債 41,580,795

現金 140,000 未払金 30,721,489

普通預金 82,425,170 前受金 5,508,175

郵便振替 142,927 預り金 5,351,131

前払金 84,442

未収入金 16,548,929 固定負債 1,191,041,385

長期借入金 133,000,000

固定資産 1,749,916,009 退職給与引当金 74,530,785

（有形固定資産） 689,799,158 特定退職金保険料積立金 983,510,600

建物 451,791,365 負債計 1,232,622,180

建物付属設備 225,569,420

什器・備品 11,329,257 ［正味財産の部］

一括償却資産 1,109,116 剰余金 616,635,297

固定財産 547,516,744

（無形固定資産） 1,965,365 一般会計 52,160,905

水道施設利用権 1,965,365 会館・共済事業特別会計 14,920,601

特定退職金共済事業特別会計 2,037,047

（その他の固定資産） 1,058,151,486 正味財産計 616,635,297

電話加入権 145,600

投資有価証券 1,612,000

退職給与引当金積立預金 72,883,286

特定退職金共済保険積立金 983,510,600

1,849,257,477 1,849,257,477

［資産の部］

合　　　計 合　　　計

貸借対照表

令和５年３月３１日　現在

借　　　　　方 貸　　　　　方

科　　目 科　　目

［負債の部］
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一般：一般会計

相談：中小企業相談所特別会計

会館：会館・共済事業特別会計

福祉：会館・共済事業特別会計福祉プラン

労働：会館・共済事業特別会計労働保険事務組合

特退：特定退職金共済事業特別会計

退職：退職給与資金積立金特別会計

（単位：円）

流動資産 99,341,468

現金・預金

現金

現金 一般 100,000

現金 会館 40,000 140,000

普通預金

三井住友銀行西宮支店 一般 48,157,440

三菱ＵＦＪ銀行西宮支店 一般 60,658

りそな銀行西宮支店 一般 551,930

尼崎信用金庫西宮支店 一般 1,082,338

みなと銀行西宮支店 一般 59,849

三菱ＵＦＪ信託銀行西宮支店 一般 4,834

池田泉州銀行夙川支店 一般 5,175

山陰合同銀行西宮支店 一般 7,520

但馬銀行西宮北口支店 一般 5,690

京都銀行西宮支店 一般 2,639

中国銀行西宮支店 一般 9,560

大和ネクスト銀行 一般 2

三井住友銀行西宮支店 相談 0

三井住友銀行西宮支店 会館 15,401,053

三井住友銀行西宮支店 労働 0

三井住友銀行西宮支店 福祉 7,532,262

三井住友銀行西宮支店 建設 2

三井住友銀行西宮支店 特退 9,544,218 82,425,170

常磐郵便局 一般 142,927 142,927

未収入金

西宮市 一般 販路拡大創出事業補助金 1,010,000

西宮市 一般 経営支援事業運営業務委託料 5,822,692

日本商工会議所 一般 ネット試験還付金 42,890

日本商工会議所 一般 LOBO(早期景気観測）調査協力料 12,100

日本商工会議所 一般 電子認証取次手数料 16,800

関西商工会議所連合会 一般 懇親会費返金 6,000

西宮和菓子ブランド発信事業実行委員会 一般 事業費用立替 223,000

西宮洋菓子ブランド発信事業実行委員会 一般 事業費用立替 1,081,894

西宮酒ぐらルネサンスと食フェア実行委員会 一般 事業費用立替 4,345,154

議員クラブ 一般 総会負担金 500,000

西宮市商店市場連盟 一般 宅急便代他 18,973

財　　産　　目　　録

令和５年３月３１日　現在

摘　　　　要 金　　　　額

［資　　産　　の　　部］
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㈱シールド他 一般 所報広告料 232,320

古野電気㈱ 一般 貿易関係証明手数料 26,400

ユタカ経営 一般 会費 10,000

大阪国税局 会館 会場使用料 2,576,650

(一社）西宮青年会議所 会館 会場使用料 4,340

西宮商工会議所女性会 会館 会場使用料 57,600

西宮珠算振興会 会館 会場使用料 18,300

西宮市商店市場連盟 会館 会場使用料 27,330

(公社)西宮納税協会他 会館 電気使用料 34,440

西日本自動車共済協同組合 会館 取次手数料 3,886

(一財)西宮市都市整備公社 会館 労働保険事務委託手数料 80,520

金井自動販売㈱ 会館 自動販売機販売手数料 4,158

アサヒ飲料販売㈱ 会館 自動販売機販売手数料 3,682

コインパーキング 会館 駐車料金 389,800 16,548,929

前払金

大阪商工会議所 一般 サイバーセキュリティサービス利用料 79,200

(公社)西宮納税協会 一般 委託契約書収入印紙 4,000

㈱ネクスウェイ 一般 一斉同報ＦＡＸ利用料 1,242 84,442

固定資産 1,749,916,009

（有形固定資産）

建物 会館 451,791,365 451,791,365

建物付属設備 会館 225,569,420 225,569,420

什器・備品

机・ワゴン・椅子等 一般 1,814,847

会議室用机、椅子等 会館 9,514,410 11,329,257

一括償却資産 会館 1,109,116 1,109,116

（無形固定資産）

水道施設利用権 会館 1,965,365 1,965,365

（その他固定資産）

電話加入権

西日本電信電話 会館 145,600 145,600

投資有価証券

アクサ生命保険 一般 132,600

さくらＦＭ 一般 1,479,400 1,612,000

退職給与引当金積立預金

普通預金

三井住友銀行西宮支店 退職 61,370,512

三菱ＵＦＪ信託西宮支店 退職 10,654

定期預金

三菱ＵＦＪ信託西宮支店 退職 11,502,120 72,883,286

特定退職金共済保険積立金

保険料積立金 特退 983,510,600 983,510,600

1,849,257,477資　　産　　合　　計

摘　　　　要 金　　　　額
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流動負債 41,580,795

未払金

西宮税務署 一般 令和４年度消費税・地方消費税 4,080,800

㈱ネクスウエイ 一般 ＦＡＸ使用料 159,328

㈱ミライフ 一般 パソコン教室委託料 570,260

青年部 一般 事業費補助 199,120

ＮＴＴコミュニケーションズ 一般 光回線使用料 1,210

ＮＴＴファイナンス㈱ 一般 Wi-Fiルーター使用料他 16,469

タケウチ事務機㈱ 一般 コピー機パフォーマンスチャージ料他 207,098

シンメイ事務機販売㈱ 一般 事務用品 16,178

㈱デジプレート 一般 ホームページ・サーバー保守料 22,000

㈱ヤマサ環境エンジニアリング 一般 塵芥処理料 20,290

三井住友銀行西宮支店 一般 ＥＢ、振込、証明書発行手数料 46,970

ヤマト運輸㈱ 一般 宅急便代 2,074

コノカ阪神西宮店 一般 祝い花 12,100

職員 一般 交通費他 189,200

アクサ生命保険㈱ 共済 生命共済掛金他保険料 3,135,690

岩橋鉄工㈱他 共済 脱退後返戻金 277,020

㈱新井組 共済 建築追加工事 1,661,000

日本管財㈱ 共済 建物管理業務 374,616

㈱双葉化学商会 共済 清掃・用務業務 382,250

アマノマネジメントサービス㈱ 共済 駐車場管理 205,700

(社）西宮医師会 共済 会員サービス健康診断料 18,000

関西電力㈱ 共済 電気料金 186,678

西宮市上下水道局 共済 水道料金 32,581

大阪ガス㈱ 共済 ガス料金 6,262

ＮＴＴファイナンス㈱ 共済 Ｗｉｆｉ、回線使用料 12,795

㈱エムケイシステム 共済 システム使用料 14,300

三井住友銀行西宮支店 共済 振込・振替手数料他 11,990

アクサ生命保険㈱ 特退 特定退職金共済掛金 7,439,450

ハセガワ工業㈱他 特退 脱退返戻掛金 58,000

三井住友銀行西宮支店 特退 振込・振替手数料他 4,180

退職職員 退職 退職金 11,357,000

三井住友銀行西宮支店 退職 振込・振替手数料他 880 30,721,489

前受金

㈲矢野商店他 一般 令和５年度会費 880,000

㈲ビューティーローズ他 一般 令和５年度特定商工業者負担金 8,000

前山綾子 一般 起業家支援ｾﾝﾀｰ月額利用料 30,000

西宮市医師会他 一般 所報広告料 144,705

㈱ミライフ 一般 ４月分パソコン教室受講料 3,657,900

(一財)大阪結核予防協会他 会館 会場、備品使用料 249,770

(一社)西宮青年会議所 会館 賃借料、共益費 129,000

アクサ生命保険㈱ 会館 賃借料、共益費 194,100

西宮甲子園ライオンズクラブ 会館 賃借料、共益費 131,000

(特非)兵庫県技術士会 会館 賃借料 8,900

(公社)西宮納税協会 会館 共益費 74,800 5,508,175

預り金

講師、職員 一般 源泉所得税 517,446

職員 一般 市県民税 373,600

退職職員 一般 社会保険料 62,094

労働保険事務組合 会館 労働保険料 316,850

福祉プラン 会館 生命共済掛金他 4,081,141 5,351,131

［負　　債　　の　　部］

摘　　　　要 金　　　　額
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固定負債 1,191,041,385

長期借入金

三井住友銀行西宮支店 会館 47,500,000

三菱ＵＦＪ銀行西宮支店 会館 47,500,000

みなと銀行西宮支店 会館 38,000,000 133,000,000

退職給与引当金 退職 74,530,785 74,530,785

特定退職金保険料積立金 特退 983,510,600 983,510,600

1,232,622,180

616,635,297

負　　債　　合　　計

差　引　正　味　財　産

摘　　　　要 金　　　　額
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１．固定財産明細表
（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額
当期

減価償却額
期末残高

A B C D A+B-C-D

一般会計

固定資産

什器・備品 2,951,918 0 0 1,137,071 1,814,847

投資有価証券 1,612,000 0 0 0 1,612,000

固定財産計① 4,563,918 0 0 1,137,071 3,426,847

会館・共済事業特別会計

固定資産

建物 464,328,227 0 0 12,536,862 451,791,365

建物付属設備 241,342,008 352,000 0 16,124,588 225,569,420

什器・備品 8,847,683 1,778,700 1 1,111,972 9,514,410

一括償却資産 1,245,677 418,000 0 554,561 1,109,116

水道施設利用権 2,106,500 0 0 141,135 1,965,365

電話加入権 145,600 0 0 0 145,600

固定負債

長期借入金 140,000,000 0 7,000,000 0 133,000,000

固定財産計② 578,015,695 2,548,700 -6,999,999 30,469,118 557,095,276

退職給与資金積立金特別会計

固定資産

退職給与引当金積立預金 81,466,014 8,310,782 16,893,510 0 72,883,286

固定負債

退職給与引当金 105,402,000 -2,625,215 28,246,000 0 74,530,785 ※

固定財産計③ -23,935,986 10,935,997 -11,352,490 0 -1,647,499

合計①＋②＋③ 558,643,627 13,484,697 -18,352,489 31,606,189 558,874,624

※　期末残高は、期末における商工会議所都合による要支給額

付属明細表

勘　定　科　目
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１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準および評価方法

　　　原価法を採用しております。

（２）固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産　　定額法によっております。

　　　無形固定資産　　定額法によっております。なおソフトウェアについては、

　　　　　　　　　　　法人内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

　　　　　　　　　　　よっております。

（３）引当金の計上基準

　　　退職給与引当金は、職員の退職金の支出に備えるため、期末における商工

　　　会議所都合による退職での要支給額を計上しております。

（４）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

２．固定資産の減価償却累計額

建物 円

建物付属設備 円

什器・備品 円

一括償却資産 円

水道施設利用権 円

３．特定退職金共済保険積立金等の状況

(注)保険年度　　令和3年 7月1日～令和4年 6月30日

１．保険年度　期首残高 円

２．本年度払込 円 (掛金収入相当額)

３．本年度取崩 円 (給付金支払相当額)

４．運用実績 円

５．保険年度　期末残高 円

６．保険年度　期末要支給額 円

７．積立残差(５－６） 円

947,622,866

927,895,420

19,727,446

決算書類に対する注記

16,124,588

3,727,405

899,002,557

94,136,450

50,194,813

4,323,045

12,536,862

141,135

554,561

17



西宮商工会議所

　会頭　森　本　直　樹　様

　６月１３日開催の監事会において、令和４年度事業報告書ならびに令和４年度収支

決算書、貸借対照表および財産目録について監査した結果、いづれも適法かつ正確

であることを認めます。

　　令和５年６月１３日

監事 竹本　清三 ㊞

監事 中村　憲弘 ㊞

監事 藤谷　知之 ㊞

※　個人情報保護の関係により、印影を表示せずに掲載しております。
※　監査後の原本（監事押印分）は西宮商工会議所にて保管しております。

監　査　報　告　書
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収入の部
（単位：円）

決算額 予算額 比較増減額 備　　　考

 1. 負担金収入 1,212,000 1,200,000 38,000

 1. 負担金収入 1,212,000 1,200,000 38,000

 2. 補填金 1,154,533 2,611,000 △ 825,917

 1. 補填金 1,154,533 2,611,000 △ 825,917

      　　 合　　　計 2,366,533 3,811,000 △ 787,917

支出の部
（単位：円）

決算額 予算額 比較増減額 備　　　考

 1. 事業費 1,244,308 1,872,000 △ 602,536

 1. 印刷費 152,478 154,000 △ 7,054  

 2. 通信費 121,803 141,000 24,571

 3. 事務用品費 970,027 1,577,000 △ 620,053

 2. 人件費 919,707 1,633,000 △ 96,922

 1. 給料 607,102 1,052,000 △ 5,677

 2. 手当 113,261 221,000 △ 32,181

 3. 賞与 199,344 360,000 △ 59,064

 3. 福利厚生費 202,518 306,000 △ 88,458

 4. 事務諸費 0 0 0

 1. 会館分担金 0 0 0

 2. 修繕費 0 0 0

 5. 退職給与資金積立金特別会計繰出金 0 0 0

      　　 合　　　計 2,366,533 3,811,000 △ 787,917

令和４年度　特定商工業者法定台帳収支明細
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

勘　定　科　目

勘　定　科　目
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（単位千円）

4年度 4年度 3年度 4年度 4年度 3年度

勘定科目 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ

〈収入の部〉

会費収入 68,290 68,000 290 68,240 50 68,290 68,000 290 68,240 50

特定商工業者負担金収入 1,212 1,200 12 1,238 ∆26 1,212 1,200 12 1,238 ∆26

一般事業収入 74,718 75,861 ∆1,143 73,201 1,517 74,718 75,861 ∆1,143 73,201 1,517

会館運営収入 24,589 25,934 ∆1,345 2,347 22,242

共済事業収入 170,686 187,036 ∆16,350 173,842 ∆3,156

交付金収入 133,511 140,222 ∆6,711 130,987 2,524 36,982 42,580 ∆5,598 33,345 3,637

負担金収入 0 0 0 61,702 ∆61,702

補助金収入 0 0 0 151,193 ∆151,193

雑収入 4,789 2,610 2,179 25,263 ∆20,474 3,797 1,829 1,968 24,494 ∆20,697

基金取崩収入 0 0 0 428,080 ∆428,080 0 0 0 428,080 ∆428,080

過年度収入 600 665 ∆65 1,194 ∆594 600 665 ∆65 1,194 ∆594

借入金収入 0 0 0 140,000 ∆140,000

会館建設負担金収入 305 0 305 41,185 ∆40,880

繰入金(一般会計) 20,019 19,428 591 469,055 ∆449,036

繰入金(中小企業相談所特別会計) 3,310 3,310 0 3,310 0

繰入金(会館・共済事業特別会計) 0 0 0 0 0

繰入金(特定退職金共済事業特別会計) 0 0 0 49 ∆49

繰入金(新商工会館建設事業特別会計) 0 0 0 0 0

前年度繰越 143,636 123,283 20,353 102,870 40,766 41,743 26,311 15,432 10,651 31,092

収入の部合計 645,665 647,549 ∆1,884 1,873,756 ∆1,228,091 227,342 216,446 10,896 640,443 ∆413,101

〈支出の部〉

事業費 267,658 279,921 ∆12,263 245,604 22,054 114,826 110,373 4,453 90,398 24,428

人件費 127,518 138,476 ∆10,958 136,230 ∆8,712 9,352 16,245 ∆6,893 15,128 ∆5,776

その他管理費 57,552 51,772 5,780 30,845 26,707 30,984 30,068 916 24,064 6,920

退職金 28,246 24,597 3,649 0 28,246

建設工事費等 0 0 0 822,365 ∆822,365

固定資産取得費 2,417 0 2,417 22,656 ∆20,239

基金積立金 0 0 0 6 ∆6 0 0 0 6 ∆6

繰出金(一般会計) 0 0 0 0 0

繰出金(中小企業相談所特別会計) 15,369 16,428 ∆1,059 14,683 686 15,369 16,428 ∆1,059 14,683 686

繰出金(会館・共済事業特別会計) 1,650 0 1,650 23,000 ∆21,350 1,650 0 1,650 23,000 ∆21,350

繰出金(特定退職金共済事業特別会計) 0 0 0 49 ∆49 0 0 0 49 ∆49

繰出金(新商工会館建設事業特別会計) 0 0 0 428,372 ∆428,372 0 0 0 428,372 ∆428,372

繰出金(退職給与資金積立金特別会計) 6,310 6,310 0 6,310 0 3,000 3,000 0 3,000 0

借入金等返済支出 8,301 8,295 6 0 8,301

支出の部合計 515,021 525,799 ∆10,778 1,730,120 ∆1,215,099 175,181 176,114 ∆933 598,700 ∆423,519

収支差額(予備費等) 130,644 121,750 8,894 143,636 ∆12,992 52,161 40,332 11,829 41,743 10,418

令和４年度　収支決算総括説明資料（１）

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

合　　　　計 一般会計
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（単位千円）

4年度 4年度 3年度 4年度 4年度 3年度

勘定科目 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ

〈収入の部〉

会費収入

特定商工業者負担金収入

一般事業収入

会館運営収入 24,589 25,934 ∆1,345 2,347 22,242

共済事業収入 21,493 21,036 457 22,146 ∆653

交付金収入 95,158 96,280 ∆1,122 96,280 ∆1,122 1,371 1,362 9 1,362 9

負担金収入

補助金収入

雑収入 588 771 ∆183 764 ∆176 403 7 396 4 399

基金取崩収入

過年度収入

借入金収入

会館建設負担金収入 305 0 305 0 305

繰入金(一般会計） 15,369 16,428 ∆1,059 14,683 686 1,650 0 1,650 23,000 ∆21,350

繰入金(中小企業相談所特別会計)

繰入金(会館・共済事業特別会計)

繰入金(特定退職金共済事業特別会計)

繰入金(新商工会館建設事業特別会計)

前年度繰越 18,427 13,177 5,250 14,652 3,775

収入の部合計 111,115 113,479 ∆2,364 111,727 ∆612 68,238 61,516 6,722 63,511 4,727

〈支出の部〉

事業費 6,665 6,693 ∆28 6,940 ∆275 1,800 1,850 ∆50 1,162 638

人件費 99,605 101,236 ∆1,631 100,099 ∆494 15,968 15,988 ∆20 16,135 ∆167

その他管理費 1,535 2,240 ∆705 1,378 157 24,832 19,140 5,692 5,131 19,701

退職金

建設工事費等

固定資産取得費 2,417 0 2,417 22,656 ∆20,239

基金積立金

繰出金(一般会計）

繰出金(中小企業相談所特別会計)

繰出金(会館・共済事業特別会計)

繰出金(特定退職金共済事業特別会計)

繰出金(新商工会館建設事業特別会計)

繰出金(退職給与資金積立金特別会計) 3,310 3,310 0 3,310 0

借入金等返済支出 8,301 8,295 6 0 8,301

支出の部合計 111,115 113,479 ∆2,364 111,727 ∆612 53,318 45,273 8,045 45,084 8,234

収支差額(予備費等） 0 0 0 0 0 14,920 16,243 ∆1,323 18,427 ∆3,507

会館・共済事業特別会計

令和４年度　収支決算総括説明資料（２）

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

中小企業相談所特別会計
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（単位千円）

4年度 4年度 3年度 4年度 4年度 3年度

勘定科目 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ

〈収入の部〉

会費収入

特定商工業者負担金収入

一般事業収入

会館運営収入

共済事業収入 149,193 166,000 ∆16,807 151,696 ∆2,503

交付金収入

負担金収入

補助金収入

雑収入 0 1 ∆1 0 0 1 2 ∆1 1 0

基金取崩収入

過年度収入

借入金収入

会館建設負担金収入

繰入金(一般会計） 3,000 3,000 0 3,000 0

繰入金(中小企業相談所特別会計) 3,310 3,310 0 3,310 0

繰入金(会館・共済事業特別会計)

繰入金(特定退職金共済事業特別会計) 0 0 0 49 ∆49

繰入金(新商工会館建設事業特別会計)

前年度繰越 0 333 ∆333 410 ∆410 83,466 83,462 4 77,157 6,309

収入の部合計 149,193 166,334 ∆17,141 152,155 ∆2,962 89,777 89,774 3 83,468 6,309

〈支出の部〉

事業費 144,367 161,005 ∆16,638 147,104 ∆2,737

人件費 2,593 5,007 ∆2,414 4,868 ∆2,275

その他管理費 196 322 ∆126 183 13 5 2 3 2 3

退職金 28,246 24,597 3,649 0 28,246

建設工事費等

固定資産取得費

基金積立金

繰出金(一般会計）

繰出金(中小企業相談所特別会計)

繰出金(会館・共済事業特別会計)

繰出金(特定退職金共済事業特別会計)

繰出金(新商工会館建設事業特別会計)

繰出金(退職給与資金積立金特別会計)

借入金等返済支出

支出の部合計 147,156 166,334 ∆19,178 152,155 ∆4,999 28,251 24,599 3,652 2 28,249

収支差額(予備費等） 2,037 0 2,037 0 2,037 61,526 65,175 ∆3,649 83,466 ∆21,940

特定退職金共済事業特別会計

令和４年度　収支決算総括説明資料（３）

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

退職給与資金積立金特別会計
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4年度 4年度 3年度

勘定科目 決算額 予算額 差引額 決算額 差引額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ｃ Ａ－Ｃ

〈収入の部〉

会費収入

特定商工業者負担金収入

一般事業収入

会館運営収入

共済事業収入

交付金収入

負担金収入 0 0 0 61,702 ∆61,702

補助金収入 0 0 0 151,193 ∆151,193

雑収入

基金取崩収入

過年度収入

借入金収入 0 0 0 140,000 ∆140,000

会館建設負担金収入 0 0 0 41,185 ∆41,185

繰入金(一般会計） 0 0 0 428,372 ∆428,372

繰入金(中小企業相談所特別会計)

繰入金(会館・共済事業特別会計)

繰入金(特定退職金共済事業特別会計)

繰入金(新商工会館建設事業特別会計)

前年度繰越

収入の部合計 0 0 0 822,452 ∆822,452

〈支出の部〉

事業費

人件費

その他管理費 0 0 0 87 ∆87

退職金

建設工事費等 0 0 0 822,365 ∆822,365

固定資産取得費

基金積立金

繰出金(一般会計）

繰出金(中小企業相談所特別会計)

繰出金(会館・共済事業特別会計)

繰出金(特定退職金共済事業特別会計)

繰出金(新商工会館建設事業特別会計)

繰出金(退職給与資金積立金特別会計)

借入金等返済支出

支出の部合計 0 0 0 822,452 ∆822,452

収支差額(予備費等） 0 0 0 0 0

新商工会館建設事業特別会計

令和４年度　収支決算総括説明資料（４）

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）
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